
  全教職員でグランドデザインをつくる ポイント① 

年に 学 で 、 に 教育 の に 、 す

べ 教育の り方を と共有 、 の 携 の とに教育 の につ ての

な方 を、 と 共有 て ことが て ます。

の 、 学校に て 、教育 に なが 教 の の を改善 り、

教育 の実 を りすることが となる 、 学校が 定する教育 性

を有する ので ることが て ます。

学校教育目標の 定の イント 
び学 指導要 に定め た目 目標を とするもので ること。 

教育 員 の 、方 等に ていること。

学校として育成を目指す ・ が 確で ること。

学校 地域の実 等に したもので ること。

教育 が 、 な実 が なもので ること。

が な を有すること。

  グランドデザイン策定の  

学校教育目標・重点目標の 定

学校教育目標を 育成をめ す ・  

の つの で ・ に き す。

の ・ の育成に けて、どのような

教育 を、どのような教育 を しな

が 、どのように実施してい のかを か

にする。

グランドデザイン（学校教育全体構想図）策定にあたっては、学校教育目標の実現に向けて、学校の教

育活動全体を視野に入れ、児童生徒の実態、学校や地域の特性などを明らかにした上で、校長のリー

ダーシップのもと、全教職員が関わって協議し、共有することが大切です。 

学校の例 

グ を通じ

て、すべての教職員がグランドデザイ

ンの策定に携わ て ま 。

 校 によるグランドデザインの 定、全教職員へ

の の と、全教職員で共通理解を ります。 

学校学 指導要 解 成 年 P.47 

中学校学 指導要 解 成 年 P.48 

    1  学校教育目標とグランドデザインの策定 

全教科、全単元を俯瞰し、関連付けた単元配列表の作成

学びのプロセスを意識した単元計画の作成

すべての教職員がグランドデザインの策定に携わることで、学校の取組の方向性を意識・共有

することになり、１年を通じて、全教職員が教育活動の改善・充実を図ることにつながります。

中学校の例

義務教育学校の例

グランドデザインの策定・全教職員の共通理解

＜グランドデザインの内容例＞

・学校教育目標と年度の重点目標

・何が身に付いているのか

・何ができるようになるか

・何を学ぶか

・どのように学ぶか

・子どもの発達をどのように支援するか

・実施するために何が必要か 等

グランドデザインをもとに、
各教科等、各学年・学級の指導
計画につなげていきます。
このことにより、カリキュラ
ム・マネジメントの確立へとつ
ながります。

保護者・地域の方との共有
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「カリキュラム・マネジメント」とは、「教育課程に基づき組織的かつ計画的に各学校の教育

活動の質の向上を図っていくこと」であり、各学校においては、校長の方針のもとに、校務分掌

に基づき教職員が適切に役割を分担しつつ、相互に連携しながら、各学校の特色を生かしたカリ

キュラム・マネジメントを行うよう努めることが求められています。

       全教職員でカリキュラム・マネジメントを確立する 

カリキュラム･マネジメントの３つの側面

①学校教育目標を踏まえた教科等横断的な視点で、その目標の達成に必要な教育の内容を組み

立てていくこと →各教科等の教育内容を相互の関係でとらえ、組織的・計画的に配列する。

②子どもたちの姿や地域の現状に関するデータ等に基づき、教育課程のPDCAサイクルを確立

すること    →学校評価とも関連付け、教育内容の質の向上につなげる。

③人的・物的資源等を、地域等の外部の資源も含めて活用し、教育課程の改善を図ること

→教育内容と資源の効果的な組み合わせを検討する。

ント  

ポイント

各学校の児童生徒の姿や地域の実情等と指導内容を照らし合わせ、学校教育目標の具現化のた

め、教育課程や年間指導計画等の効果的な実施について、教科等や学年を越えて、学校全体で取り

組んでいくことが大切です。

文部科学省資料「学習指導要領改訂の方向性」（青枠内）をもとに作成

学習評価を通じた 

  学習指導の改善 

教育課程の編成 教育課程の実施 

実施するために何が必要か学校の指導体制の充実 家庭・地域との連携・協働 

学習指導要領改訂の方向性とカリキュラム・マネジメントの関連

        学校全体を見通し、教育活動をつなぐ

単元配列表を作成する際には、学校教育目標の実現を念頭に置き、各教科等で行われ  

る一つ一つの単元が、1 年間でどのように実施されるのかを俯瞰しながら、個別の教科等

における学びや人（児童生徒・教職員・保護者・地域等）、生活がどのように結びついて

いくのかを意識して作成します。  

例：１年間を見通した単元配列表   

（２期制の小学校５年生  総合的な学習の時間を中核とした場合）  

 

 

 

 

 

 

各教科等の単元計画  

 教育課程全体を俯瞰して、教科等横断的な視点から教育活動の改善及び教科等や学

年を越えた実践が求められています。 

人を「つなぐ」 

1 年間の期を「つなぐ」 

課題と成果を  

次年度に「つなぐ」 

単元を「つなぐ」 

カリキュラム・マネジメントは、学校の組織力を高める観点から学校の組織や経営の
在り方を見直すものでもあります。教育課程を軸にしながら、学校教育目標実現に向け
て、すべての教職員が参画して、創意工夫していきましょう。 

暮
ら
し
と
「
つ
な
ぐ
」 

鳥取市立醇風小学校では、単元配

列表を「視覚的カリキュラム」と表

現し、全学年が作成しています。  

詳しくは、「授業づくり編」P.32 を参照し
てください。  

カリキュラムを「つなぐ」 

ポイント② 

教
科
を
「
つ
な
ぐ
」 

体
験
と
言
語
を
「
つ
な
ぐ
」 

 一人一人の子どもの学びは、個別の教科内で閉じ
るものではなく、それぞれの学びが相互に関連付
き、つながり合っているものです。学校においては、
全単元を関連付けながら適切かつ効率的にカリキ
ュラムを管理することによって、様々な人・教科・
領域等・学年等を「つなぐ」ことができます。  
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   ３ 校(園)内研修の充実に向けて 

校内研修が充実すると… 

 ■ 学校組織全体が活性化する。      

 ■ 教職員の一体感が生まれる。 

 ■ 教職員一人一人の資質能力が高まる。  

 ■ めざす児童生徒の姿の具現化が図られる。 

 ■ 保護者・地域からの信頼度が上がる。 

まずは教職員の意識改革を… 

 ■ 研修したことをその後の子どもへの指導に生かすという意識をもつ。 

 ■ 研修によって、学校がめざす方向へ変わっていくという意識をもつ。 

 ■ みんなで取り組むことで学校全体への波及効果が現れるという意識をもつ。   

２つの研修場面 

①ＯＪＴ（普段の仕事を通しての研修） 

 ・ルーチン業務   ・日常の打合せ 

 ・学年の話合い        

②集合研修（校内で設定した研修） 

  ・課題を共有化した研修計画の作成 

  ・教職員の力量を高める授業研究 

  ・学校の多様な課題に対応する研修 

校内研修充実のために 

① 管理職の意識（研修の重要性） 

 ・人材育成の視点 

 ・教職員の指導力の向上 

② 研究主任の役割と動き 

  ・学校経営方針や重点事項の理解と周知 

  ・優先順位を考えた具体策の明確化 

  ・教職員の課題意識の把握 

 校内研修は、学校の課題の解決や教職員の資質・能力の向上をめざして、学校全体で計画

的・組織的に取り組む研修活動です。学校教育目標の実現に向けて、共通理解を図り、具体的

な研修を進めていくことが大切です。 

 より実効性のある研修にするために  

 ■ 複数の視点から現状を見つめ直す。 ■ 最優先課題を明確にする。 

 ■ 取組の具体策を可視化する。    ■ ＰＤＣＡサイクルを確立する。 

 ■ 発信できる場面を設定する。     ■ 子どもたちの姿で取組を評価する。 

        教職員の意識を高める  ポイント① 

 研修の充実に向けて、まずは教職員の意識を高め、課題を共有しながら、課題解決へ向けて学

校全体で実践していくことが大切です。 

 成果や課題を全職員が共有しながら、高め合っていけるシステムや関係性を築いていきま

しょう。 

※幼稚園、保育所、認定こども園等においては、学校を園、教職員を保育者と読みかえ、読み 

 進めてください。 

        

校内研究の は、ま 児童生徒の実 から まります。 校教育 を基にして設定

する「めざす児童生徒の姿」と「実 」とのズ やそのズ を生 させている が「 校の

題」と ます。この 題 のための取組が「研究」で り、めざす ールをイ ー さ

せるものが「研究主題」や「研究仮説」です。 

 

 

◆研究仮説とは、研究の見通しや研究 の にあたるものです。 

◆主に研究主題に迫るための考え や を示します。 

 のように されることが 的です。 

 

   
（ 研究の や ） （ 研究の手立てや重点） （ めざす姿 研究 の ） 

 

◆ の手 で研究仮説を します。 

  研究の を し、めざす子ども像を明 にする。（ めざす姿 研究 の ） 

  めざす子ども像を するため、教 学 など、研究の や   

    を決 する。 （ 研究の や ） 

   めざす子ども像を するため、どのような手 てや を うか、具体的な を明   

    にする 。                     （ 研究の手立てや重点）  

 

 

◆研究主題を するときには、 のような点を まえ  

   ることが です。 

 学校の教育目標、 年度の重点目標から する。 

 の や の を する。 

 年度の研究の と課題から、 さ る。 

 的な教育課題に応える。 

◆研究主題を具 するために、研究の 主題を す 

   ることもあります。 

◆研究主題と 主題には、 のようなものを れ、研 

   究の を明らかにします。 

 めざす子ども像   めざす 像 

 目的        手  

 の  

 の  

        の める  ポイント  

  の ル イ る る  ポイント  

研究主題は、 校としての 題を にし、研究の 向 を すもので り、 校教職員の研

究 の 通 を図る上でも、 なものです。

研究仮説の で、研究の や ての 向 を すことで、取組の具 が となります。

また研究 果の は、 ールイ ー を かにもつことにつながります。

 

研  

究 
 

主 
 

題 

到達点 

現 状 

 
  

現
状
の
原
因
分
析 

課
題
克
服
の
手
立
て
発
見 

に いて を することによ て となる（であ う） 

 具 的な研究仮説の

設定で、研究の てや

めざす も を全教

職員で しましょう。 
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         進 で る  ポイント  

校内研究を 進するために、研究 進 をまとめ研究の を具 的なものにしていきま

す。その で、校内研究に る を 的に けた全 図を 成することは、教職

員の 通 を図るために です。 

 

 

◆学校の教育目標をはじめ、教育の全体計画との関連を 

 図ること 

◆研究の推進計画と研究の年間計画との関連を明らかに 

 するなど、具体的な見通しをもてるようにすること 

◆計画全体について共通理解を図ることができるように  

 整理すること 

◆必要に応じて計画の見直しができるような柔軟性があ 

 ること 

 

進 の  
進 の  

 

 

 

の  

        の   の の ル 例  

 

◆学校の教育目標や年度の  

 重点教育目標から導き出 

 された課題の解決につな 

 がる研究主題を位置付け  

 ます。 

◆研究主題で示された研究  

 の目的をもとに、より具体 

 的な子どもの姿（めざす  

   子ども像）を位置付けま 

   す。 

◆めざす子ども像に迫るた  

 めの手立てを考え、研究仮  

 説を位置付けます。 

◆研究仮説で示された手立 

 てを研究内容として具体 

 的に位置付けます。 

 成した研究の全 図は、 定化さ たものではなく、 力

の るものと 、 を図ることが大切です。 校内研究を充実させることは、各校の掲げる「めざす児童生徒の姿」の具現化に向けた取組を

進める上で、大きな力となります。校内研究を積極的に行い、教育活動の充実を図りましょう。 

         ＰＤＣＡサイクルで進める  ポイント④ 

一つ一つの校内研究会が、設定した研究主題や研究仮説の実現につながるよう、ＰＤＣＡサイ

クルに基づいて常に見直しを行い、研究の成果をその後の日常活動に生かすことが大切です。 

 ポイント⑤ 

全教職員の参画によるまとめと次年度の計画 

研究の方向性と具体的な取組についての共通理解

個々の授業改善等につなげる

研究実践

最終評価 

中間評価 

（例） 

ＰＤＣＡサイクルで、研究の見直しをしながら、年間を通した取組を全教職員で進めていくこ

とが大切です。前年度のうちに見通しをもって準備することが、年度当初のスムーズなスタート

につながります。

 ＰＤＣＡサイクルの例 

●改善点の確認 

成果や課題を基に、校内研究会を充実

させるための方法等を考える 

●校内研究会の実施 

課題を解決するための 

具体的な改善策について話し合う等 ●校内研究会の企画・準備 

内容の検討や進め方の 

工夫、準備 

●校内研究会を評価 

実施した校内研究会の 

成果や課題を考察、検証する Ｄｏ
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 授業改善を通 て学校教育目標の実現につなげるという で、日々の授業を にすると

と に、授業研究会を授業改善の と け、授業研究会で明らかにな た改善策等を明

日からの授業実践に かすことが です。

 授業研究会  

 

 

り い授業 のヒントを ることができ

る。 

の教 の授業を ることで、 の授業

を の目 で り ることができる。 

の教 に授業を て らうことで、 た

な きが ら る。 

 

 

教 の ーションが になり、 

 り い を ことにつながる。 

の共有化が図ら 、 の に向けて

して取り組める うになる。 

教 としての が まり、学校の活性

化につながる。  

 授業力を高める  同僚性を高める 

          授業研究会の を る  ポイント  

 授業研究会で 、校 で た研究 の に いて 授業 研究 等が実

ます。 の成果と 、改善策を共有し、 の授業研究会 日々の実践に かし、研究の

げを図ります。 のために 、授業研究会の実 ク を し、 的に 進める

ことが です。 

 授業研究会の の  

図的 的な実践に り、授業研究会を り実 性の る のにしましょう。 

、 育 、 こ 等に いて 、 授業 を 育 と か 、 進めて  

 い。 

次の授業研究会へ

と課題の明確化 

共通実践、改善策の確認 

全教職員による共通実践 

 の実  

の授業研究会に け、 

 たな課題の と研究 

 協議の視点の  

        

 

 

 

            授業研究会の活性化を図る  ポイント② 

 ワークショップで作成した成果物、研究会便り等を通して、授業研究会で明らかにした改善策

等を全教職員で共有しながら、日々の実践を具体的に進めていきましょう。 

 授業研究会の活性化を図るためのヒントを紹介します。授業研究会を教職員全員の学びにつな

げることで、学校教育目標の実現に向けた着実な取組となります。 

〇〇校 研究会だより 〇〇学校 研究担当〇〇〇〇 

  〇年〇月〇日  NO 1 

第〇回 校内授業研究会

 授業研究会の活性化を図るためのヒント 

 授業場面ごとや

時系列に分けて付

箋を貼ることもで

きます。 

    拡大した指導案に付箋を貼りながら協議する方法も有効です。 

   

  

 改善策について

も協議し、書き込み

ます。 

【 ワークシート例 】 

 

  ■ 授業研究会の到達目標を明確にする 
    研究会のゴール（何がねらいか、どこまで話し合うのかなど）を明確にし、共通理解    

        してから会を始めましょう。 

  ■ 各自が課題意識や視点をもって研究会に臨む 

    事前に研究会の趣旨を共通理解する、指導案や資料に目を通す、協議の柱について意見

をまとめておくなど考慮し、全教職員が主体的に参加できるよう準備をしましょう。 

  ■ ワークショップ形式の授業研究会を工夫する 
    アイスブレイク等で話しやすい雰囲気を作る、ワークシートや付箋を活用し、グルー 

         プで話し合うなど、授業研究会の方法を工夫しましょう。 
（資料編「考えを広げる参加型の思考ツール」Ｐ.95.96参照） 

 

 

  

 

   

       

 

 

 

 

      

  ■ 研究会で確認したことや評価したことを共通理解し、実践する 

     研究会で明らかになった課題は、改善案まで考えることが大切です。小さな変容や進 

   歩が実感できるように、短期間でめざすものをスモールステップで設定し、具体的に実践 

   していきましょう。 

    取り組みやすいところ、変化が見えたところから肯定的に評価し、研究会便り等で教職  

   員に発信しましょう。 
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